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京都大阪奈良神戸塚大津の

基盤構造についての夢想

②

4｡美濃飛騨高原の古生層

近畿地方の古生層は北西に丹波高原の古生層に続き

北東には近江伊賀高原の古生層に連なっている.

美濃飛騨高原の古生層は直接近畿地方の古生層に

連ならないが近江伊賀高原の古生層を介して中間

に火成岩又は中生層第三紀層の大きなものが介入する

ことなく近畿地方の古生層に接しているのとその分

布面積が他に比をみないほど広いので近畿地方の古

生層を知るための好露出としてとりあげることにし

た.その内容は1967年に｢山嶽の静動｣と題して発表

したので今回は別な見地から必要なところだけを要約

して書き直してみよう.

散官太夫

石灰岩輝緑凝灰岩からなり30度以下の緩傾斜をなし

ている･この地形とこれを構成する岩石と構造との

関係はほぼ近畿の北をなす若狭近江山城のそれ

と相似ているらしい.南の丘陵地は平原の間に兀立

し僧沢元によって岐山曲阜と呼ばれ岐阜の名の起こ

りとなっている.主として古生層の角岩からなり

(主として古生層の砂岩からなる低くて緩い丘陵を囲み)

傾斜80｡以上あるいは直立する.この関係は京都近郊

に似ている.しかしこの差別浸蝕と起上の相似性は

もちろん近畿全域に汎るもので祖く若狭小浜地方と京

都地方の地形と地質とを挙して根尾谷岐阜一大垣

犬山地方に擬したまでである.

①地形

美濃飛騨高原と呼ぶだけあって一般に山脈の尾根

をつらねると高原状を呈している.高原の一角に伏

して水音に耳を澄しても川の流れが東するのか画す

るのかはたまた化するのか前するのかが判らない

ほどである･根尾谷を中心とする山地は概ね標高

1,O00m内外であり南にゆくに従って低くなり大垣

岐阜付近では標高500m以下の丘陵となって濃尾平

野の中に兀立する.北の山地の山腹渓谷部分は主

として古生層の頁岩角岩砂岩からなり各層の傾斜

は60度以下で複背斜構造をなし山陵部は古生層の

第1図
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②層序

山嶽の静動地域の層序は次の如くであるらしい.
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その界は層面というよりむしろ交指の関係にある1

ABCDE帯はこの1順に重なるらしい.

FG帯は岩質に大きな差異があり一見不整合か大

衝上の如くみえるが私も初期の調査ではそう誤認し

たが後期の調査によってFGは交指関係にある同

時異相のものの聞に破綻を生じそれが小さな衝動とな

っていることカミわかってきた.榴曲を柱す際交指の

面にそい破綻を生じそれにそってG帯かF帯の上に

軽度の衝動をしたものである.

｢山嶽の静動｣の地域がいわゆる断層の地域なるか

榴的地域たるかを断定することは難しい問題である.

初め地層の露頭を谷といわず山といわず一々その�
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層向と傾斜とを馬鹿正直にはかること1万2千回に

及んだ.これに比べて断層の露頭を測定した数は実

際に断層を目撃した数も少なく判定の技術も拙なかっ

たため自信のあるものの数はその数百分の一に及ば

ずその多くは岩層の配列の破綻するところに引いだも

のだった.断層を真剣に考える人の中には自分のた

しかに目撃した以外断層は地質図の中に引かぬ人もあ

る位である･岡中元之進の｢高野山の地質図｣は断

層のない地質図として識者の間に知られている.私

のこの地域の矢谷断層も地形的には明瞭狂断層地形を

呈し且その位置方向は根尾断層の系列に属してい

るので初はその存在を疑わなかったが後に再調査し

てみて岩層の配列から又濃尾地震に被害がなかった

ことから何ら断層をひく理由がないことを知り地

質図の上から削除したのである.

中村は近畿の古生層の連続性のないことを歎きその

為めに岩層の秩序を完成できぬといったが必ずしもそ

うでないことが分かった.又岩層が渦を巻いてUタ

ｰンすることを数ケ処において目撃しこの区域は断

層によってその名を世界に憂したが事実は榴曲によ

って支配されることか多く根尾断層そのものも榴曲

の支配を受けていることの例外では荏いと考えるよう

になった･又NW-SE～E-W方向の根尾断層を界

にして北の地層が南に弓を引く弧型をなし南の地

層カミ北に弓を引く弧型をなしているのを付図によっ

て注目されたい.

り背斜軸面を離れて生動することはありえないこと

が濃尾地震によってわかった.厳密にいうとこの

種の生動断層は後背斜の軸面にできたもので単一の

背斜の軸面にできたものでないから地表では全く一続

の断層ではなくて途中少しく離れていたり雁行する

部分がある.後背斜は地下深所で1ツの背斜にまと

まることが石油の採掘などでわかっているからこれ

らの生動断層も地下深所では!ツにまとまるはずである.

これが根尾断層の真相である.

このようにしてNW-SEの生動断層は榴曲軸に支

配されるからNW-SEから前するに従ってWNW

となりついにE-Wになる.こういう事実が判っ

てみると断層を方向によって類別しその新旧を論ず

ることはもはや意味がない.私は有名な根尾断層な

る生動断層がN-SよりNW-SEを経てE-Wに

方向を変えて途中消えたり他の断層にのりかえるこ

とかあり一連の断層ではないことを再認識する.

再びいうがNW-SEの断層系列には直線の断層は

あり得ない.蓋然的に直線の断層などはあり得ない

といい切ろてもいいすぎではない.東西の断層につい

ては最後に述べる.

江農地震の震因については小川琢治は面白い説をな

している.それは浅井断層の東隣なる三国山の花筒

岩プノレｰトンが関係していることになる(詳しくは

｢山嶽の静動｣を見られたい).

このようにして近畿地方の古生層に孤立している花庸

岩プノレｰトンと生動断層との関係をしらべてみたら

③断層

この地域の断層には南北方向のもの北西一南東の

もの東西のものの3ツの系統がある

南北方向のものは北々酉のものと北々

東のものとカミあり京都西山の美麗なモ｡

ザイック構造をなす断層に似ているがξ

大きなものが祖く濃尾地震の際にも活

動しな一がった.近畿地方の古生層へ影

響を及ぼすとも思われない.北西一

南東のものこそ有名な根尾断層もこ

れにはいるがこの系列に属するものが

数条あり地形からも地質からもその存

在がみとめられるカミ濃尾地震の際生動〆

したものはこの地域の主背斜の軸面に

そうもののみである.従って生動断層

は背斜の軸面に沿うて湾曲し断層も

主背斜軸を遠ざかるに従って生動しな

くなる.

則ち根尾断層は全く櫓曲の支配下にあ
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面白いことがわかりそうた気カミする.たとえば1662年

の朽木谷地震と花析断層と如意ケ獄の花鹿岩の関係

のごとく.

櫓曲軸が断層(南北性)に切られても飽齢しないこと

は根尾断層で不思議に思ったことであるが京都西山

の周山向斜軸保津川背斜軸でも同じ現象がみられるの

は偶然な一致とは思われない.

濃尾地震は日本の60%は震動せしめ第二級震域は

神戸に及び近畿全域を含んでいるから根尾断層が再

び生動した場合近畿全域に震動を及ぼさぬということ

はない.1909年には濃尾地震と同巧異曲の感ある江

農地震の起こり滋賀岐阜県に被害のあったことをつ

け加えておく(浅井断層).この地域の古生層が近畿

の古生層に影響を与えるものは榴曲が主であろう.

④堆積摺曲

｢山嶽の静動｣の｢根尾断層地質構造図｣をみた人は

地層が旋回して半渦巻をなすところがあるのに気が

つかれるだろう.これはBD帯だと負号を主体と

する地層及びG帯など石灰岩を主体とする地層に

著しい.半渦巻は地層のUタｰンする所である.B

帯の半渦巻は高富に現われD帯の半渦巻は目当に現

われ西に弓をひいている.これを連ねると根尾断

層を支配する背斜軸にたる.

その南には日本ラインのB帯の半渦巻尾瀬のD帯の

半渦巻北山のD帯の半渦巻岐阜のD帯の半渦巻が

東から酉の順にならんで東に弓を引いている.これ

を連ねると根
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尾断層を支配す

る背斜軸の南

直…工濠

11に隣る向斜軸に

なる.

腕長野

｡このことは重

要なことである.

ξこういう地層の

○諏訪湖Uタｰンすると

ころか順にな

らんである方

一

向に弓をひく現

象がはっきり

しない地域や

古生層の露頭の

I少い処や古生

層が火山岩に同

化され原岩か

1;古生界2.･飛鮒麻岩3･領家帯わからずただ

第3図中部地方におけるG帯E帯の分布

火山岩の岩質の違いや片理の上にのみ古生層の痕跡

が残されている処では構造をとぐ鍵となるのではな

かろうかと思っている.

鈴鹿山脈の南錫杖ケ岳から西木津から生駒に向か

う南伊勢南伊賀南大和の近畿の膨大な領家帯は

現在花開岩地帯とされ地質流行の圏外にある処である

が古生層の同化したものとだげは衆人の意見の一致

をみるところである.この地帯にある地質図上の渦

巻を起点として後章に於て基盤構造を解明したいと思

う.次に私は摺曲のさらに原点たる堆積に遡って

見よう.

この地方の山頂に連互している石灰岩は無煙炭及び

珊瑚の化石を含み海中の浅処一バリヤｰの生成物であ

ることを物語っている.即ちこれはG帯で石灰岩と

海底火山の噴出物たる輝緑凝灰岩を伴っている.この

海礁又はバリヤｰはもとの海中の地背斜で諸家の化石

の研究によると石炭紀末から二畳紀全期間に汎る数

千万年の悠久に汎って日本の古生代の海に存在したもの

である｡その海中の地背斜の追跡は古生層中の石灰

岩を逃ればよい.根尾谷の石灰岩の露出は古くから知

られ天の河原高台山などといわれている.根尾谷

松岡の初鹿谷の谷頭船伏山などカミ前者であり根尾谷

水鳥の温見谷の北尾根や魚金山などが後者でありこの

石灰岩輝緑凝灰岩層(G帯)は能郷白山で花開プノレ

ｰトンのために切れるカミ大体に於て延々として稜線

をだし連続するものと考えてよい.

晩秋それを遠くのぞめば稜線に初雪の降ったごとく

平原からアルプスを望むようで衝動又は不整合と見紛

う者がたえないのも無理はない.しかしこの尾根の

石灰岩が船底構造をして乗っていることは日本の特

性であるらしく根尾谷に沿って私の見た外北九州に

おいて清原清人が積しい地質調査をした上で美しい地

質図を作っている.

牛丸周太郎の｢岐阜県地質図｣(!965年)によって

これを漢訳すれば松田のG帯は北東に進み郡上の八

幡付近で長良川を渡りこれから濃飛流紋岩に掩われる

が北に進み吉城郡の宮川村河合村の飛騨片麻岩中の

石灰岩をさすものらしい.この先は猪ノ谷で神通川を

下に見常願寺川を藤橋で渡って北進し転じて奥大目

岳北面から北進して字奈月に達しさらに転じて明星

山黒姫山に現われて青海親不如で海没するまで

中生層火成岩火山岩に被覆あるいは送入せられて

しぱしばその綜跡を失うが図上では追跡することがで

きる.�
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水鳥谷のG帯は酉に進んで揖斐川を軸に樫原でUタｰ

ンして濃尾平野の出口にあらわれこれから断続して

粕川の北を西に向かい河合から美濃近江の国境を南

進して伊吹山に到りこれから走向を南北と東西に転じ

つつ屈曲しつつ総じて南進して鈴鹿山脈の山稜に現

われる.その伊吹山の南の石灰岩の1ツが縄に述べた

江農地震の時の起震線の1ツの浅井断層をめぐる構造を

造っていると中村はいっている.

即ち｢斯く醒井より伊吹山に至る間に於て90度に近

き角度を以て3度その層向を変転せり而して層向の

変転する個所は地層の伸長せし所にして随て全累層

を通じ地層の変転せし頂点を過ぎる弱線即ち一種の

地質構造線を作るべし而して北地方に於ては地質変

転の弧形は北西又は南東に面するを以て鐵にのべた

る地質構造線は北酉より南東に走るべし斯くして前

述の断裂地付近には三条の地質構造線の存在するを認

む｣とある.

G帯は更に同様の屈曲をくりかえして鈴鹿山脈の主

稜を構造する霊仙山御池岳カミこれである.この石

灰岩は一直線に前して領家地帯に達し小レンズを残

して消失するカ茎領家地帯の岩石の片理にN-Sのそ

の層向と傾斜が名残りをとどめている.

これは小藤文次郎にはじまり小派儀明以下多数の人

々に支持されてきた伊吹山霊仙山御池岳の石灰岩

をクリッペとする説に真向うから反対することになるの

でその理由を述べる必要がある.クリッペ説は山稜

の石灰岩カミ根無してあるという観察とその分布が南北

であるのに対し山麓の古生層の層向が東西であるとい

う先入観からなっている.根尾の石灰岩は衝動でも

G帯とF帯という異質の交指帯のそうしてできた破綻

の面が少し摺動したものにすぎたいことを知った.そ

れはG層の層向傾斜F層の層向傾斜が大体に於

て一致し大きな齪鯖がみとめられぬということであっ

た.鈴鹿山脈をトラバｰスした人は石灰岩が根なし

であるとは思えるがそれを衝動とすることに転位の量

転位の方向に無理がありむしろ向斜の一種たる船底構

造とした方が自然ではないかということに思い至る.

この地域の同じような条件のところ松田の船休山天

河原水鳥の魚金山の石灰岩は向斜の中心たる船底構

造をなしその層向と分布は一致してWNW-ESEを

示し山麓の古生層の層向がNW-SEを示すのと

大体に於て調和する.もちろん両者の間には軽度の

摺動はあるがこれは同時堆積の地層の岩質の変わり

目に冷ってできたもので小さたものであった.す

なわちG帯はもともと現在分布している処に堆積し

たものであって大きな衝動によって遠隔の地から移

動したものでないことを知ったのである.

G帯の分布は北は日本海の青海から南は鈴鹿山脈の

錫杖ケ獄の北に至るまで300しmに汎り巨視的に北

女東一南々酉に連なるものでこれは度々いったように

古生代の海の中に生じた一種の地背斜てづまり長大

にして悠久た海権であった.これと同じ石灰岩の船底

構造が北九州の石灰岩地帯にも存在するが同じ解訳

がなしうると思う.

この文章で使っている地背斜という言葉は誤解を招

くおそれがあるので説明を加えておきたい.この地

背斜の方向はNNE-SSWであると述べたがそれは

巨視的であって｢山嶽の静動｣の区域内では蛇行して

必しもNNE-SSWを示さない.即この区域内の地背

斜一G帯はNW-SE軸を中心にUタｰンするとこ

ろを北端としそれからSEを軸とし開くとともに堆

積の海は広くなり深くなり大きくかつ長命な大洋に

つづくものを人工的に分割して1ツの堆積地向斜と見

微したものでその北半は地向斜の特性が明かであるが

SE-Eへゆくほど不明瞭なものをいっている.即ち

初め巨視的にNNEのもとの地背斜からNW-SE方

向へ地向斜が分かれているものを1単位としてとりあげ

てこの地域の堆積地向斜といっているわけである.

これにもとづき次に石灰岩カ汕頂を占めること及

びその変形について私の想像をのべたい.

地向斜堆積物が起上して背斜を形成する時地向斜

の中心が新しい背斜に杜るとともに両側の原の地背斜

すなわちもとの海礁で石灰岩などを沈積した浅処が

第4図鈴鹿山脈および美濃飛騨高原南部�
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逆に新しい向斜の中心になる.この船底形に扱った

新しい向斜の中心をめがけて石灰岩が地層内を移動し

船底構造の処に集中して厚層を造る.厚層の型その

ものも蛇が蛙を呑んだようで普通の地層らしいもの

ではないがもともと石灰岩以外の上下の地層の間で

集積したものだから紡錘型より変わった型にはなりえ

ない.こうして膨張した石灰岩の内部構造こそ複雑

怪奇である.いま石灰岩の層内榴曲を同時代の角岩

のそれと比べてみると角岩も地層の厚さそのものにも

旋回する処などに多少の膨張カミ認められるカミ層内樋

曲は複雑をきわめる.しかしその行われる処は走向

が旋回するよう住処に少なくかえって直行する処に多

い.石灰岩のほうは膨縮は甚しく向斜(原地背斜)

の中心にあたり地層か旋回するところで厚く地層が

直行する処で薄くなり背斜に近づくにつれて断続す

る様になる.榴曲は向斜の中心で転倒や衝動があり

一見層内樋曲というよりもむしろ第三紀層の乱堆積の

露頭を拡大したような感がある.この種の露頭は如何

に雄大に見えようとも隣接する岩層の配列を注意して

みれば層内福山を出ることがないことカミ分かるであ

ろう.しかし石灰岩の上の地層が浸蝕によって消失

した場合には経験の少ない人や野外地質調査を好ま

ない地史学者は石灰岩を故郷のない無宿者としたり

驚天動地の妄想をいだきカミちである.

次に話しを再び巨視の世界へもどそう已に美濃

飛騨高原においては北は日本海の青海から南は鈴鹿

山脈の錫杖ケ獄に至る長さ300長mに汎る古い地背斜が

存在することをのべた.これを大地背斜という.

この大地背斜は細かくはジグザグをなして延び

根尾谷を^区域として見るときはジグザグの一ツは能

郷白山を頂点としてUタｰ11してSEとSSE方向へ

2分枝を出しその南延は南又は東の大地向斜の

深部に向かっている.この地向斜こそ古い大洋に向

かって存在したもので大地背斜に対応する大地向斜

の分枝を租すにすぎないであろう.堆積物はやがて起

上して地背斜は向斜となり地向斜は背斜となって

｢山嶽の静動｣区の小構造をつくった.このNW-SE

のトレンドに直交する大地背斜に対応する大地向斜は

存在するであろうか.存在するとすれば何処にある

であろうか.更にその向こうにあるべき地背斜は幻の

大陸がそれであろうか.堆積上の大背斜は起上を始め

現在は向斜に大地向斜はもしあるとすれば背斜に

なっている筈である.私は多年これを求めていたと

ころ頃目田中元之進に｢高野山地質｣について御教

えを願ったのに対するご返事の中に｢中央構造線は一

ツの背斜であろうと石井清彦先生から聞いたことカミ

あるじぶんもその様に思う｣とあったのでこれあ

るか祖と思った.

中央構造線は諏訪湖付近から南アルプスの西側を

南下し伊勢湾を横切って酉に転じ紀伊半島のつけ根を

ヤソシロ

紀の川にそって下り四国を東西に縦断し九州の八代

にぬげている日本離島における最大の構造線である.

この中央構造線を中軸にして変質岩石帯その外側

に古生層が分布している.これらは

中央構造線の方向にほぼ平行な片理層

第5図古生属の堆積榴幽断層

1…頁岩区ヨ痛緑凝灰岩区酔岩

A…B:元の水準位､二当るLs1石灰岩

第6図石灰砦の変形

向を示しているが構造線に近い部分で

ははげしく櫓曲しているところもある･

変質岩石帯は構造線の近くでは火成岩

による変質同化貫入のため南は三

波川帯御荷鉾帯北は領家帯に狂って

いるために構造の解明がいまだになさ

れなかった.

わたくしはいまはただ中央構造線

が前記大地背斜線と平行を匁すこと他

にその比をみない長大なものであると

いうことの2点からのみ中央構造線を

大地背斜に対応する大地向斜の中心とみ

すなわち現在の姿勢からはこれらが起

上して変身して生じた大背斜となし

中央構造線そのものをこの大背斜の軸

心に生じた大軸面断層としたいのであ

る.中央構造線の問題はマグマの避�
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入の時期古生層の同化吉生層の層序構造大地向

斜の東の大地背斜だと未解決の問題が多くあり私ご

とき浅学非才が一朝一夕に解決できないが回を追う

てその場所場所で少しづつ問題を論ずることにしたい.

東一面性の断層はこれに関係のあるものかもしれ狂い.

石井清彦はこの国の野外地質の華なりし時に多年

図幅調査をされフィノレドエビテンスの経験をつんだが

深く蔵してみだりにいわぬ方である.その名の如く

時流に通せず清らかな生涯を送られた方で石井図幅

は最も後まで滅びることがないといわれている.こ

の人のこの示唆を人ずてに聞いたよろこびのあまり

私のフィルドエビテンスからの私見をのべたばかりで

もちろん先生にかかわりのあることではない.さもあ

らばあれ中央構造線は近幾の基盤構造を学ぶには

さけられないものの一ツであろう.

私は乗鞍岳の山頂にたって地上地下の大自然の露頭

そして大背斜と大向斜の地表に示現した姿を夢想したい

のである.

(筆者は元所員現大同ボｰリングKK)

環根尾断層地質構造図
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